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研究成果の概要（和文）：本研究は、カンボジアの農村社会を事例として、地域住民の近年の生活の変化を生業
とコネクティビティの実態と歴史的変遷を焦点に調査し、考察した。東南アジア大陸部では、2015年12月に
ASEAN経済共同体が発足し、ヒト・モノ・カネの動きが地域統合により加速化している。他方で、カンボジア社
会は、1970年代以降内戦と国際的孤立のなかにあったため、アジアの他国ではすでに20年以上前に本格化した生
業の近代化が最近の現象として観察できた。本研究は、このような特徴的な性格をもつカンボジアの農村社会に
暮らす人々の生活の現状と将来像を、文理融合型の研究組織による国際共同研究を通して明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aims to explore the condition and direction of sustainable 
humanosphere in rural Cambodia. The sustainable huamnosphere is an analytical concept that helps 
examine human lives on the earth in the past, present, and future from a comparative 
interdisciplinary perspective. Japanese researchers specialized in anthropology, agricultural 
ecology, crop science, rural economy, forestry, fisheries, and land use collaborate with Cambodian 
researchers and students to conduct field surveys in Pursat province, Cambodia. The area has a rich 
diversity in agro-ecological features and livelihoods. In addition to livelihood changes, the rural 
communities there are curently experiencing a rapid expansion and intensification of connectivity in
 various forms. Through the collaborative fieldworks and discussions, the study would contribute to 
the understanding of the transformation of rural soceities in Cambodia and Southeast Asia in the 
21st century.

研究分野：地域研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
21 世紀に入り、いまや世界の人口の半数以
上が都市に住む時代になった。先進国では、
人口の流出によって農村社会が痩せてゆく
過疎化の現象が社会問題となって久しい。発
展途上国とされるアジアの多くの国々の農
村でも、ヒト・モノ・カネの移動が加速化す
るグローバル化の時代において、生活の基本
構造が変化を余儀なくされている。農村の人
びとの生業は、元来、ある程度限られた地理
的領域を主な活動範囲としており、そこで人
びと自身が歴史的に手を加えてつくりあげ
た生態資源を利用する形で営まれてきた。東
南アジアの農村では、ごく近年まで、そのよ
うな生活が多くの地域に残されていた。しか
し、人びとの暮らしは急速に変化している。
そして、そのような変化の行く先は、不確定
性に包まれている。 
 農村社会の変化のひとつの原因は、コネク
ティビティの伸張と強化にある。もとより、
世界のどこにあっても、本当の意味で孤立し
た村などない。たとえ僻地にあっても、村落
の人びとは様々な形で外部世界と結ばれて
きた。しかし、近代化によって道路網が拡張
し、携帯電話やインターネットのサービスが
普及すると、行き来する情報や物資の量が格
段に増えた。その過程では、貨幣や市場経済
が浸透し、競争原理といった伝統的な農村文
化とは疎遠だった新しい性質の文化が導入
された。結果として、農村生活の形そのもの
が根底から変わってしまうような事態が世
界各地で生じた。変化は、一端始まったら急
速に進み、止められない。農村生活のレジー
ムの転換が進んでいるのである。 
 農村の変容は、全世界的な現象である。本
研究はその内実を、東南アジア大陸部のカン
ボジアを事例として検証した。カンボジアを
取り上げた理由は 2つある。第一は、地域統
合およびグローバル化と農村の変化の関係
性を計る条件を満たすためである。東南アジ
アでは 2015年 12月 31日に ASEAN経済共
同体が発足した。比較的コンパクトな地理的
領域に収まることを特徴とするカンボジア
の農村社会は、地域統合のインパクトを経験
的なデータを用いて検証する上で最も適し
た場所である。また、カンボジアは、1970
年代以降、内戦と国際的な孤立状態にあった。
そのため、世界のその他の地域の農村では時
間をかけて進行した近代化のプロセスが、現
在進行中の、ここ 20 年余の歴史経験として
「圧縮した」形で観察できる。以上の 2つの
理由により、本研究は、カンボジアの農村を
事例研究の対象地とした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、カンボジア農村社会を事例とし
て、人びとの生活中の生業とコネクティビテ
ィ（インフラ、情報技術などに加えて、家族

を中心とした社会生活のなかの関係性も含
む分析概念）の実態とその歴史的変化を、地
域統合と近代化、グローバル化を背景として
考察することを目的とした。調査は、主たる
生業である農漁業や農外就労だけでなく、人
びとの社会生活の広い領域を対象とした。 
本研究は、以上の問題関心を、カンボジア
農村の「生存基盤」の解明と表現して、研究
を進めた。生存基盤とは、政府の記録や統計
データだけでは到達できない、経済的な非合
理性も含む人々の生活のトータルなあり方
を含む概念である。この意味の生存基盤の全
体像を解明する作業は、綿密な調査研究を、
長期にわたって一地域で実施する必要があ
る。本研究は、その第一段階の作業として、
特に生業とコネクティビティという2つの軸
を中心に、カンボジア農村の対象とする地域
に暮らす人々の生活の変化とその将来像を
明らかにしようとした。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、現地でのフィールドワークを主
な方法とする国際的な共同研究である。生存
基盤というコンセプトのもと、農業、漁業、
非木材森林産物の利用から出稼ぎまでの生
業活動と、家族の構成からコミュニティ活動
の実態およびインフラや情報機器の普及過
程までのコネクティビティの実態の調査を、
文理融合的な視点から組織した日本人とカ
ンボジア人からなる共同研究チームで行っ
た。 
日本側の研究組織には、文化人類学、農業
経済、作物学、農業生態、小規模漁業、土地・
森林利用、リモートセンシングを専門領域と
して、カンボジアにおいて豊富な現地調査の
経験を持つ研究者を集めた。カンボジア側は、
王立農業大学、王立プノンペン大学、王立芸
術大学の教員・学生に現地調査への参加と協
力を依頼した。現地の研究協力者とは、研究
の実施期間を通して緊密に連絡をとり、研究
期間の最後に国際ワークショップを共催し
た。 
 調査は、カンボジアの国土の中央にあるト
ンレサープ湖の南岸に位置するポーサット
州に集中させた。ポーサット州を選んだ理由
は、東西方向に 90 キロメートル・南北方向
に 70 キロメートルほどの限られた地理的範
囲に、多様な農業生態環境が存在するからで
ある。州の北には、世界有数の淡水魚類資源
を擁するトンレサープ湖がある。湖の周囲に
は、漁業によって暮らしを立てる人びとが集
まっている。湖から南へ下り、陸へあがると、
低地の稲作地域が広がる。この地域の稲作は、
近年、商業的栽培への転換が進んだ。また、
道路インフラが早くから整備され、国内外へ
出稼ぎにでる人口も多い。さらに南へ下ると
カルダモン山脈の山稜に至る。この地域では
キャッサバなどの換金作物の栽培が拡大し
ている。そして、山脈中の山地には、1990



年代末から開墾フロンティアが登場し、低地
から多くの人びとが移り住み、森を開いた農
地で換金作物を栽培し、生活している。 
 先に述べたように、アジア農村の人々は、
伝統的に周囲の生態資源を利用して生活を
立ててきた。また、稲作や漁業といった人々
が基本とする生業も、周囲の自然環境の特性
を生かした形で営まれてきた。このような特
徴を踏まえて、本研究は、調査地を 3つの農
業生態ゾーンに分けて、生業とコネクティビ
ティの変化を跡づけるための調査を実施し
た。具体的には、まず平成 27 年度は、ポー
サット州バカーン郡の低地稲作地域の村、平
成 28 年度は湖に近く漁業従事者が多いクラ
コー郡およびカンディエン郡の村と、プロム
クロヴァーニュ郡の山稜に近い畑作村を、そ
して平成 29 年度はヴィアルヴェーン郡の山
地に近年開かれたフロンティア地域の村落
と、年度毎に調査活動の重心を移しつつ、ポ
ーサット州の農山漁村の状況を網羅的に捉
えようとした。 
 調査は、カンボジア人の教員・学生を招聘
して実施したフィールドワークショップと、
分担者による個別調査、および代表者が組織
した質問票調査の 3つの部分からなる。 
フィールドワークショップは、カンボジア
人の学生に対して経験的な農村調査の手法
を教えるワークショップの形式をとりなが
ら、平成 27年度は稲作、平成 28年度はコミ
ュニティ漁業、平成 29 年度は山地の畑作に
関する質問票調査の機会としても利用し、経
験的なデータを収集した。ワークショップで
はまた、主な課題の他、地域の土地利用、世
帯経済、集落の形成史などの関連トピックに
ついても予備的調査を実施し、ベースライン
となる情報を収集した。以上によって、低地
から山地までのポーサット州の農業生態環
境の全域を視野にいれた情報収集を進めた
他、日本人分担者は、各自の専門性と関心に
基づいて個別調査を実施した。さらに、研究
代表者は、主に毎年の年度末の時期に合わせ
て、当該年にフィールドワークショップを実
施した際に訪問した村落において、質問票を
用いた組織的なデータ収集を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果の一部は、学会発表などの形
で既に公表済みである。しかし、収集したデ
ータの大半は、まだ入力作業が全て済んでお
らず、分析に用いられる形になっていない。
この意味で、本研究の成果の大半は、作業の
進展に即して今後順次公表されてゆく予定
である。以下では、平成 27 年度に重点的な
調査を実施した、ポーサット州バカーン郡の
低地稲作村落での調査で得た資料の分析の
概要を述べる。 
 
①生業複合の推移 
 東南アジアの農村の住民は元来、多就労形
態、あるいは生業複合という言葉で表現され

てきたように、多様な生業活動を行い、暮ら
しを立ててきた。 
他方、聞き取りによると、バカーン郡の稲
作村では、2000 年前後に化学肥料の使用が一
般化し、2004 年には産出された籾稲が直接タ
イへ流通するようになった。2005 年には、ポ
ル・ポト時代につくられた後、放置されてき
た農業灌漑水路が政府により修理され、2010
年には乾期の稲作のための農業用水を一部
の地域に供給するようになった。2005 年には、
マイクロクレジット組織の活動が浸透を始
め、土地や家屋を担保にお金を借りる村落世
帯が急増した。前後して、国際市場で高値を
つける「香り米」の栽培面積が拡大した。2015
年には、電線による電気の供給が始まった。 
 以上のように近年連続して近代技術の生
業への導入が進んできたにもかかわらず、調
査では、多就労形態あるいは生業複合と呼ば
れてきた伝統的な生業の形が地域でまだ十
分に維持されていることが確認された。すな
わち、現在のバカーン郡の低地稲作村の住民
は、稲作や出稼ぎといった主要な活動の他，
2〜3 種類の活動（畑作、農業労働、野菜栽培、
家禽の飼育、養豚など）を組み合わせて生活
している状態が一般的であった。 
稲作は、食べるためから売るためへと栽培
の目的を転換していたが、2000 年代以降に化
学肥料の使用や農作業の機械化などが同時
に進行したため、現金収入源として高く評価
されるようになっていた。一方で、漁業や食
用の昆虫採集などの環境依存型の生業活動
は、若干残っていたものの、規模が明らかに
縮小していた。この問題には、湖沼の埋め立
てや農業水路の掘削による水環境の変化と
いった環境の問題だけでなく、コネクティビ
ティの拡大による農外就労の増加という社
会変化も関わっている。 
 農外活動において最も重要なのは、出稼ぎ
である。バカーン郡の村々では、1990 年代か
ら隣国タイや首都プノンペン郊外の縫製工
場へ向かう出稼ぎがみられたが、2000 年代以
降はまずマレーシア、次いで韓国が主な出稼
ぎ先となっていた。特に、韓国への出稼ぎは、
韓国語の試験に合格することを要件とする
ため、他の出稼ぎ先に比べて準備に費用と時
間を要したが、安定した収入が見込める点で
人気を得ていた。しかし興味深いことに、質
問票調査のなかで「最も重要な生業はなに
か」という質問をすると、圧倒的に多くは稲
作だと答え、出稼ぎを挙げる世帯はごく少数
であった。このことは、「最も収入が多い」
活動が「最も重要」とは必ずしも考えられて
いない状況を示唆する。今後、村人らの間に
出稼ぎ経験の蓄積が進み、また生業における
稲作の中心性が変化する可能性なども考慮
し、変化の様相を注視する必要がある。 
 作物学や農業経済を専門とする分担者に
よる、それぞれの生業活動の個々のポテンシ
ャルと将来像に関する考察結果が今後明ら
かにされた上で、以上に述べてきた生業複合



の特徴（複数の活動を組み合わせた機能的多
様性）を再検討し、生業を中心とした地域の
人々の生存基盤の形と潜在性を総合的に評
価することが今後の課題である。 
 
②コネクティビティの伸張 
 バカーン郡の低地稲作村ではまた、人びと
の社会生活のなかのコネクティビティが、人
びと自身のイニシアチブで新しい形に変化
し、従来の範囲を超えて伸張してゆく様子も
確認できた。 
 バカーン郡における質問票調査と村長な
どへのインタビューからは、生活の近代化の
負の側面も明らかになった。その最大の例は、
病気治療費の高騰である。2000 年代に入って、
農村への現金経済の浸透が進むとほぼ同時
に、病気治療の選択肢が多様化した。首都お
よび州都には私立経営の病院が増え、望めば
より高度な医療技術サービスを受ける道が
開かれた。しかしそれは、治療の長期化と高
額化を意味し、重病人を抱えた村落世帯に大
きな経済的負担を生んでいた。つまり、新た
な脆弱性が問題となっていた。 
 そのなか、バカーン郡の一部の村落では、
重病人を抱えた家族のケアを、コミュニティ
のレベルで支援する動きが生まれ、広がる兆
候をみせていた。カンボジア農村では、政府
による医療の支援や、民間の健康保険のサー
ビスがまだ整えられていない。よって、病人
のケアは、当該の家族の問題とされてきた。
しかしバカーン郡の一部では、村長と地元の
宗教的リーダーが発起人となって仏教儀礼
を行い、その儀礼に参加した村人が寄進した
お金と精米を重病人を抱えた家族に寄付す
る「サンガハ」と呼ばれる活動が、生活の近
代化と歩調を合わせるように近年始められ
ていた。カンボジア農村の人びとは仏教徒で
あり、功徳を積むことでより良い境遇がもた
らされるという宗教的な行動規範を元々も
っていた。ただし、功徳は、仏教寺院の建設
や、仏教僧侶の活動を支援する行為から生ま
れると考えられ、社会福祉的な活動とは区別
して考えられることが一般的だった。しかし、
人びとが病人への寄付行為も功徳を生む行
為として解釈することを許容することで、サ
ンガハではケアの負担の一部が家族からコ
ミュニティへ開かれていた。 
 以上は、カンボジア農村におけるコネクテ
ィビティの伸張の一側面であると分析する
ことができる。カンボジア社会については、
家族と国家の間をつなぐ中間組織が欠如し
ているという意見が研究者によって繰り返
し提示されてきた。コミュニティのレベルの
活動が活発ではなく、家族や親族を超えた公
共の価値や善が明示的な形で論じられ、話題
にされることが少ないという指摘である。サ
ンガハは、このような従来のカンボジア農村
の社会生活の理解を一新するものである。 
 以上、本研究の成果の一端として、低地稲
作村での調査の結果の概要について要点を 2

つ述べた。本研究は、地域統合およびグロー
バル化のなかのカンボジア農村の人々の生
活の世界と外部世界との関係性の変化を、生
業の変容と、コネクティビティの質的・量的
増大にもとづき、解明した。繰り返しになる
が、本研究は、低地稲作村に加えて、漁業従
事者の多い村、山稜の畑作村、山地の開墾フ
ロンティアの村でもほぼ同じ形の調査を実
施した。今後は最終的に、以上の各地の経験
的データを比較し、複数の農業生態環境を跨
ぐ形で地域間の比較を実施し、最終的な考察
をまとめる予定である。 
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